
奈
良

。
平

城

宮

跡

第

四

一
次
調
ａ

ｌ
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
六
七
年

（昭
４２
）
七
月
ｉ

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
官
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
杉
山
信
三

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
宮
殿

・
官
衡
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
ぞ
平
安
時
代
初
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

第
四

一
次
調
査
地
は
平
城
官
第

一
次
大
極
殿
院
築
地
回
廊
東
南
隅
付
近
で
、

第

一
次
朝
堂
院
区
画
施
設
と
の
接
合
部
を
含
む
地
域
で
あ
る
。
面
積
は
四
二
〇

〇
ポ
で
あ
る
。

検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
大
極
殿
院
東
面
築
地
回
廊
Ｓ
Ｃ
五
五
〇
〇
、
南
面

築
地
回
廊
Ｓ
Ｃ
五
六
〇
〇
、
朝
堂
院
の
東
北
隅
部
分
を
区
画
す
る
掘
立
柱
塀
で
、

後
に
築
地
に
改
作
さ
れ
る
Ｓ
Ａ
五
五
五
〇

・
五
五
五

一
、
宮
内
基
幹
排
水
路
の

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
七
六
五
、
Ｓ
Ｄ
三
七
六
五
を
東
に
移
動
し
て
設
け
ら
れ
た
南
北

溝
Ｓ
Ｄ
三
七

一
五
、
Ｓ
Ｃ
五
五
〇
〇
の
西
側
雨
落
溝
Ｓ
Ｄ
三
七
九
〇
、
東
側
雨

落
溝
Ｓ
Ｄ
五
五
七
五
、
Ｓ
Ｄ
五
五
七
五
か
ら
南
東
に
流
れ
て
Ｓ
Ｄ
三
七
六
五
に

注
ぐ
Ｓ
Ｄ
五
五
八
四
、
大
極
殿
院
内
の
排
水
を
受
け
Ｓ
Ｃ
五
六
〇
〇
を
横
断
す

る
暗
渠
Ｓ
Ｄ
五
五
五
六
、
Ｓ
Ｄ
五
五
五
六
か
ら
東

へ
折
れ
Ｓ
Ｄ
三
七
六
五
に
流

入
す
る
暗
渠
Ｓ
Ｄ
五
五
五
五
、
Ｓ
Ｄ
五
五
五
六
を
改
作
し
た
Ｓ
Ｄ
五
五
六

一
、

Ｓ
Ｄ
五
五
六

一
か
ら
東

へ
折
れ
る
暗
渠
Ｓ
Ｄ
五
五
六
〇
、
Ｓ
Ｄ
五
五
六
〇
か
ら

東

へ
延
び
て
Ｓ
Ｄ
三
七

一
五
に
流
入
す
る
開
渠
Ｓ
Ｄ
五
五
五
八
、
Ｓ
Ｃ
五
五
〇

〇
を
横
断
し
Ｓ
Ｄ
三
七

一
五
に
排
水
す
る
東
西
暗
渠
Ｓ
Ｄ
五
五
六
二
、
Ｓ
Ｄ
五

五
六
二
の
北
で
同
じ
く
Ｓ
Ｃ
五
五
Ｏ
Ｏ
を
横
断
す
る
暗
渠
Ｓ
Ｄ
五
五
六
三
、
Ｓ

Ｄ
五
五
六
三
か
ら
東

へ
延
び
て
Ｓ
Ｄ
三
七

一
五
に
流
入
す
る
開
渠
Ｓ
Ｄ
五
五
六

四
、
第
二
次
大
極
殿

・
朝
堂
院
地
域
か
ら
Ｓ
Ｄ
三
七

一
五
に
流
入
す
る
東
西
溝

Ｓ
Ｄ
五
四
九
〇

。
Ｓ
Ｄ
五
五
〇
五
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
Ｓ
Ａ
五
五
五
〇

・

五
五
五

一
は
霊
亀
頃
以
降
に
設
け
ら
れ
、
そ
れ
に
伴
い
Ｓ
Ｄ
三
七
六
五
が
東
に

移
動
し
Ｓ
Ｄ
三
七

一
五
と
な
る
。
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木
簡
が
出
上
し
た
の
は
、
Ｓ
Ｄ
三
七
六
五
、
Ｓ
Ｄ
三
七

一
五
、
Ｓ
Ｄ
三
七

一

五
の
西
岸
に
あ
ヶ
、
同
溝
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
て
い
る
土
羨
Ｓ
Ｋ
五
五
三
五
、
Ｓ

Ｄ
五
五
六
四
、
Ｓ
Ｄ
五
四
九
〇
の
五
カ
所
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
三
七
六
五
は
幅

一
・
六
ぞ
二

・
六
ｍ
、
深
さ
○

。
六
ｍ
で
、
木
簡
か
ら

和
銅
年
間
に
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。　
一
一
点
出
上
し
た
が
断
片
が
多
い
。

Ｓ
Ｄ
三
七

一
五
は
幅
二
ｉ
三
ｍ
、
深
さ

一
ｍ
で
、
堆
積
土
は
上
下
三
層
に
大

別
で
き
る
が
、
水
流
の
た
め
か
乱
れ
が
あ
り
、
層
位
に
よ
る
時
期

。
内
容
の
区

分
は
で
き
な
い
。
七
六
五
点
出
土
し
た
が
上
層
か
ら
の
出
上
が
多
い
。
木
簡
の

年
紀
か
ら
溝
が
霊
亀
頃
か
ら
奈
良
末
ま
で
存
続
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

Ｓ
Ｋ
五
五
三
五
は
幅

一
・
八
ｍ
、
深
さ
○

。
三
ｍ
の
不
整
形
の
上
羨
で
、
霊

亀
元
年

（七
一
五
）
銘
の
あ
る
も
の
を
含
む

一
七
点
の
木
簡
が
出
上
し
た
。

Ｓ
Ｄ
五
五
六
四
は
幅
二
ｉ
三
ｍ
、
深
さ
○

。
六
ｍ
で
、
堆
積
状
況
か
ら
す
る

と
Ｓ
Ｄ
三
七

一
五
が
逆
流
し
た
形
跡
が
あ
り
、
木
簡
の
性
格
も
Ｓ
Ｄ
三
七

一
五

の
も
の
と
同
類
と
み
な
し
う
る
。
八
点
出
上
し
た
。

Ｓ
Ｄ
五
四
九
〇
は
幅

一
ｍ
、
深
さ
○

・
二
ｍ
あ
る
。
木
簡
は
七
三
点
出
上
し

た
が
判
読
不
能
の
も
の
が
多
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

Ｓ
Ｄ
三
七

一
五
か
ら
内
容
的
に
興
味
深
い
も
の
が
多
数
出
土
し
て
い
る
が
、

そ
の
中
で
は
兵
衛
府

。
中
衛
府
に
関
す
る
も
の
が
注
意
さ
れ
る
。
兵
衛
府
か
ら

中
衛
府
に
宛
て
た
も
の
が
あ
る
の
で
、
中
衛
府
あ
る
い
は
そ
の
関
連
の
官
衡

・

施
設
で
廃
棄
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
人
名
を
列
記
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
中
衛

の
交
名
で
あ
ろ
う
か
。
中
衛
府
は
神
亀
五
年

（
七
一一八
）
か
ら
大
同
二
年

（
八
〇

七
）
ま
で
存
続
し
、
内
裏
周
辺
の
警
衛
や
供
奉
に
従

っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
の

で
、
木
簡
が
廃
棗
地
点
か
ら
あ
ま
り
流
下
し
て
い
な
い
と
す
れ
ば
出
土
地
近
辺

に
中
衛
府
の
詰
所
的
施
設
の
あ

っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

付
札
で
は
貢
進
物
荷
札
は
少
な
く
、
海
産
物
等
の
食
料
品
の
物
品
付
札
が
多

い
。
出
上
場
所
か
ら
み
て
内
裏
な
ど
で
の
宴
会
用
の
食
料
品
で
あ

っ
た
か
も
し

れ
な
い
。

こ
の
ほ
か

『続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
三
年
六
月
乙
巳
条
の
任
官
記
事
と
ほ
と

ん
ど

一
致
す
る
記
載
の
あ
る
も
の
が
注
目
さ
れ
る
。

年
紀
の
知
ら
れ
る
も
の
は
神
護
景
雲
三
年
が
右
記
の
も
の
を
含
め
三
点
、
宝

亀
元
年
が

一
点
あ
り
、
他
の
木
簡
も
こ
の
時
期
頃
の
も
の
と
み
て
矛
盾
し
な
い
。

薄
Ｓ
⊇
一τ
六
五
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